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論文内容の要旨

本論文は炭酸かスレーザーの性能向上とその応用に関するもので6章より成る。

第 l章は緒論であって、各種レーザーの中での炭酸ガスレーザーの特質について述べ、その開発の

必要性と、応用の可能性について論じ、本研究の工学的位置づけを行なっている。

第 2章では炭酸力、スレーザーの励起機構を解明する上で重要なレーザー中プラズ、マの諸特性について

述べ、あわせて軸方向ノ勺レス励起炭酸カ台スレーザーに関して得られた実験結果を示している。

第 3章は本論文の中心をなすものであり、炭酸ガスレーザーの高出力化の一方向として高気圧横方

向励起レーザーの開発に関する諸問題を明らかにし、試作した各種レーザーの発振諸特性について述

べている。

第4章も本論文の重要な部分をなすものであって、炭酸ガスレーザーのプラズマ診断法への応、用に

ついて述べている。微少赤外光検知技術を用い従来のレーザ一光散乱計測法を、はじめて赤外域にま

で拡張し、低密度プラズマの光散乱診断に関する問題点を明らかにしている。

第 6章は結論であって、以上 5章にわたって述べた研究成果を総括し 得られた結果をまとめてい

る。

文の審 査結果の要旨

レーザーの出現によって、従来不可能で、あった多くの学術的、工業的成果があげられているが、そ

れらはレーザーの特質である単色性、可干渉性および高出力性によるものである。高出力レーザーは

固体レーザーにおいて、単色性は気体レーザーにおいて高性能が実現されてきたが、炭酸方、スレーザ
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ーはそれらを併せ備えたものである。高出力炭酸力、、スレーザーは、科学および、工業技術上の応用面の

広さから考えると、その開発研究は特に重要で、ある。

本論文はこのような見地より炭酸方、スレーザーの動作におけるレーザ一系への入力機構としてプラ

ズマ物性的立場より検討を加え、プラズマの動的特性に関する実験的新知見を得た O またレーザー高

出力化の方向に対し、高気圧パルス励起炭酸力久レーザーを開発し、その問題点を明らかにした。さ

らに炭酸かスレーザーの高出力赤外光を用いた応用のーっとして、定常プラズマを対象とする光散乱

プラズ、マ診断法を研究すると共に、レーザーによるプラズ、マ生成、プラズマ加熱の実験を試みた。

これらの研究成果によって、高出力炭酸方スレーザーの開発研究および赤外光高出力源のプラズマ

工学への応用に関する有効な指標が与えられた。

以上のべたように本論文は将来きわめて重要な応用面を持つと考えられる炭酸方、スレーザーに関し、

先駆的な研究を遂行し、レーザー工学上貢献する処が大きく博士論文として価値あるものと認める。
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